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研究成果の概要（和文）：エピソード記憶の脳内メカニズムを明らかにすることを目的として，脳梁膨大後皮質の損傷
が偶発位置記憶テストのパフォーマンスに与える影響について検討した．この課題は過去の自身の行動について予期せ
ぬ形で問うものであり，エピソード記憶の心的時間旅行の側面を調べることができる．12匹のラットに対してテストを
実施した結果，過去に行ったレバー押しの位置情報を遡って思い出していることを示唆する行動データを得た．また，
脳梁膨大後皮質を実験的に損傷した結果，過去の自身の行動を思い出すことに関わる反応が減弱した．このことは，エ
ピソード記憶の一側面である心的時間旅行の能力に脳梁膨大後皮質が関わることを示唆している．

研究成果の概要（英文）：To manifest neural correlates of episodic memory, we examined involvement of 
retrosplenial cortex in episodic memory using an incidental place memory test in rats. This task tested 
memory of the past self-behavior without making them expected to be asked about that memory. We trained 
the tasks for 12 rats and carried out test sessions. The result of the test sessions suggests that rats 
have the ability of recalling the self-behavior done in the past, i.e., episodic memory. We next made 
excitotoxic lesions of the retrosplenial cortex with N-methyl-D-aspartate and investigated the effects of 
lesions on the unexpected recollection. As a result, the rats' responses suggesting the unexpected 
recollection were diminished after the lesions were made. This suggests that the retrosplenial cortex has 
a role in answering to unexpected question about self-behavior in the past, which is an aspect of 
episodic memory.

研究分野： 行動神経科学
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１．研究開始当初の背景 
 いつ，どこで，なにが起こったのかという
出来事に関する記憶をエピソード記憶と呼
ぶ．エピソード記憶は，我々ヒトも含めた生
命体にとって，生きていくことの根幹となる
重要な認知能力である．エピソード記憶には
二つの特性があるとされている（Tulving, 
2002）．一つは，時間的情報（いつ），空間的
情報（どこ），および対象の情報（なに）と
いった「複数の要素情報を統合した記憶」と
いう点であり，エピソードを構成する情報内
容の側面と言える．もう一つは，現在時点の
意識状態から，時間を遡って過去の情報を意
識的に思い出すという「内省的なプロセス」
という点であり，意識的な心的時間操作の側
面と言える． 
 エピソード記憶は，複数の情報を統合した
複雑な記憶であるため，実験的研究の際に，
その記憶を必要とするテスト課題を作成す
るのが難しい．そのため，これまで重要性は
認められつつも，神経細胞レベルのメカニズ
ムを含め，詳細な研究はあまりなされてなか
った．しかし，最近ではテスト課題の改善に
よって，脳損傷実験については少しずつだが
行われるようになってきている（例えば，
Easton et al., 2010; Fortin et al., 2004; Li et 
al., 2011）． 
 これまでの記憶に関わる研究から，エピソ
ード記憶についても海馬や前頭前野が重要
だと考えられているが，脳損傷患者が示す認
知障害の研究からは，脳梁膨大後皮質がエピ
ソード記憶と深く関わる可能性がある
（Maguire, 2001）．脳梁膨大後皮質は海馬と
その周辺領域および大脳皮質の広い範囲と
の強い線維連絡があり，緊密に情報のやりと
りを行っている．このことは，脳梁膨大後皮
質に多種の情報が集約されることを示唆し
ており，いつ，どこ，なにという複数の情報
が統合されるのにふさわしい領域だといえ
る．しかし，現在のところ，脳梁膨大後皮質
がエピソード記憶に果たす役割に関する実
験的な研究は行われていない． 
 
２．研究の目的 
 いつ，どこ，なにというエピソードを構成
する情報内容が脳梁膨大後皮質で統合され
ている可能性に注目して，その神経メカニズ
ムを明らかにすることを目的とする．そのた
めに，エピソード記憶の 2 つの側面のうち，
心的時間操作に関するテスト課題を学習さ
せ，脳梁膨大後皮質の損傷の効果について検
討する． 
 
３．研究の方法 
 ラットのエピソード記憶能力について調
べるために，Zentall et al. (2001)と同様に，
ラットに 2 種の課題を学習させ，予期のでき
ない状況で過去の自己の行動について問う
テストを行った．学習させた課題の一つは，
実験箱内の左右のレバー位置を見本刺激と

し，レバー先端に取り付けられた発光ダイオ
ードの色（赤色と緑色）を比較刺激とした遅
延見本合わせ課題であった．もう一つの課題
は，純音の周波数の高低（4 kHz と 2 kHz）
を手がかりとして，左右いずれかに呈示され
た 2 Hz 周期で動くレバーと静止したレバー
のうち，対応するレバーへの反応を求める音
弁別課題であった．12 匹のラットに両課題を
学習させた後にテストを行った．テスト時に
は，20 試行程度のブロックごとに両課題を行
っている際，音弁別課題のブロックにプロー
ブ試行を導入した．プローブ試行では，まず
音刺激を呈示することによって，左右いずれ
かの位置に呈示された動／静レバーへ反応
させ，それに続き，発光ダイオードを転送さ
せた左右のレバーを 10 秒間呈示し，両レバ
ーに対する反応を計測した． 
 行動テスト後に，興奮毒性のある N-メチル
-D-アスパラギン酸の局所投与によって，脳梁
膨大後皮質を破壊する処置を行った後に，同
様のテストを行い，パフォーマンスを検討し
た． 
 
４．研究成果 
 12 匹のラットを対象としてテストを実施
した結果，ラットがテスト時よりも過去に行
った自身の行動であるレバー押し反応の位
置情報について，遡って思い出していること
を示唆する行動データを得ることができた．
また，一部のラットの脳梁膨大後皮質に興奮
毒性を持つ薬物を注入し，同領域の実験的損
傷措置を行った．損傷の結果，過去の自身の
行動を思い出すことを示す反応が減弱した．
このことは，エピソード記憶の一側面である，
心的時間旅行の能力に脳梁膨大後皮質が関
わることを示唆している．脳梁膨大後皮質に
生理食塩水の注入を行う統制条件のデータ
を収集中であり，このデータを加えて論文と
してまとめる予定である． 
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